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 腸管内に於ける蛋白及至ア ミノ酸の細菌 に依 る分解を槍討 する意味か ら,Zystinの 大腸菌

による分解に關する研究に着手 し7こ.Zystin分 子中には硫黄を含む故に其の分解攣構に一暦興

味 が あ る.例 へ ば 大 腸 菌 に依 てZystinが 還 元 せ られZysteinの 生 成 を認 む る如 きで あ る・

 Zystinの 微 生 物 に依 る分 解 に就 い て は,古 くは魚 の腐 敗 液 を 用 ゐたWohlgemuth(1)の 研 究

あ り,近 くは種 々の 軍 一 微 生 物 に よ る佐 々木 隆 興 氏 及 び其 門 下 ② 叉Tarr(3)等 の 研 究 が あ る・

菌 種 又 媒 艦 等 の 條 件 に よ り結 果 を 異 に し,共 分 解機 構 に就 い て も多 少 の異 見 が あ るが,共 の 結

果 を綜 合 して 見 る と,

    S・CH2CHNH2COOH -→ (CH3CH2)2S      (-NH3)

    i                      -→

    S・CH2CHNH2COOH -→ SHCH2CHNH2COOH

        SHCH2CH2COOH-→SHCH2COOH (-CO2) SHCH3-→SH,,
                             →

 叉TarrはH2氣 流 中 に於 け るProteus Vulgarisに よ る絡 末 分 解 生 威 物 に 就 い て次 の様 に

掲 げ て 居 る.

  Zystin十H2十4H20 -→ 2 H2S十2NH3十2CH3COOH十2H・COOH                                 ↓

                                2正{2十2CO2

 今 日諸 家 の 意 見 の 一 致 す る貼 は大 腸 菌 を以 τ して はMerkaptanの 生 成 を見 な い と云 ふ事 で

あ る・② 併 し乍 ら何 れ の研 究 も個 々の 観 察 に過 ぎす,各 種 菌 に 就 き生 成 腿 を系 統 的 に確 認讃 明

し,分 解 機 酵 を 明 らか に した もの は な い ・

            第1表 各 種 菌 株 に依 るZystinの 分 解

          媒燈O.15 MKH2PO4十 〇。15MNa2HPO4 pH Z4 一 7・6

            0.5%Traubenzucker+0.2%Zystin+2白 金耳菌
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 著 諏 よBac. Coli Aerogenes, Communis, Communior及 びAcidi Lactiの 四 種 の 菌 に就

きZystin以 外 に は 蛋 白質 並 にNH3を 含 まぬ媒 膿 を用 ゐ, Zystein, NH3, CO2, H2Sの 生 成

を時 間 的 に定 性 叉 は 定 量 的 に 比 較 槻 察 しすこ,

 Zystein, NH3及H2S等 の 定 性 反 鷹 を呈 し始 む る時 間 的 關 係 は大 腿Aerogenes>Communior

>Communis>Acidi Lactiの 順 に遍 速 を認 め る様 で あ る・(表1)

 此 の 分 解 能 の最 も速 にi現は れ たRColi Aerogenesを 用 ゐ,2,3無 窒 素 増 養 基(巳PちTrauben・

zucker, Glycerin叉Traubenzucker十MgSO4)に 就 い て 種 々分 解 産 物 の 生 成 を更 に時 間 的 に

精 査 した.批 揚 合pH 7,6のpuffer L6sungを 揮 ん だ.(表2)(表3)

      第2表BColi aerogenesに 依 るZystin分 解 に 及 ぼ す 媒 照 の影 響

    ・

   

   

   

   
   

   

   

   

 其 の結 果 に 依 る とTraubenzucker存 在 の揚 合 は分 解 が梢 ヒ速 な る もZystein, NH3, H2S,及

CO2の 護 生 は 殆 ん ど同 時 に槍 出 ぜ られ た.而 も培 養 時 聞 と共 に 同 じ速 度 で 分 解 せ られ て居 る様

で あ る.Zystinの 大 部 分 は爾 試 験 管 の低 部 に残 り上 部 は僅 か に混 濁 し,1週 間 後 液 の 混 濁 更 に

増 大 し,遽 にZystinの 清 滅 す るの を 観7こ・大 腸 菌 に依 るZystinのZysteinへ の還 元 速 度 は

案 外 速 か でNH:l H,S CO2等 の 量 的 關 係 はDesaminierung最 も強 く脱H2Sの 約4倍 強 と

見 られ る.爾CO2獲 生 量 はH2S獲 生 量 よ り も少 な い ・ 而 も媒 艦(糖)よ りの 獲 生 が あ る とす

れば この 場 合CystinのDecarboxylierungは 極 め て微 弱 と槻 ら る・

  實 験 の 部

 L菌 腫Bac・Coli aerogenes, Communior, Communis及Acidi Lactiの4種 を普 通 肉汁 寒

                    (129)
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                   第3表

       B.Coli Aerogenes(稚 田)に 依 るZystin分 解(葡 萄 糖 増 養 基)

 Zystinよ り嚢 生 す るNH3叉H2S及 びCO詳 に劉・す る百 分 率 として 示 す ・

    培 養基Puffer L6sg・(KH2PO4十Na2HPO4)     pH 7・6 30 c・c・

          Traubenzucker              O.5%l

          KC1                 0.5%

          Coli Aerogenes           2白 金 耳

          Zystin                      O.2%

    
    

    

    
    

    

天 増 養 基=(PH 7.2-7.4)で37。C,24時 間 培 養 しtこ もの を 用 ゐ7こ.

 2.Zysteinの 定 性 に はNitroprussid Natrium反 鷹(4)を 以 て し, Ammoniakの 定 性 に は

Nessler試 藥 に よ り,其 定 量 法 は 豫 め 稔 液 を 硫 酸 酸 性 に し てH2S, CO2其 他 の 瓦 斯 を通 氣(無

炭 酸)に 依 り駆 逐 した る 後 更 に ア ル カ リ性 に し,常 法 に よ り遊 離Ammoniakを 定 量 し た.

 硫 化 水 素 の 定 性 に は,酷 酸 鉛 紙 の 黒 攣 す る を 以 τ其 の 存 在 を 確 認 し,更 に 定 性 的 にMerkap-

tanの 陰 性 及 びAthylsulfidの 僅 か に 陽 性 な る事 を 認 め た.

 炭 酸 の 定 性 及 び 定 量 はStephenson及 びWhethanの 方 法(5)に 依 り豫 め0.l N Ba(OH)2に

吸 牧 せ し め,沈 澱 を 濾 過 洗 糠 後,残 飴 のBa(OH)2をO.1NHCIを 以 て 滴 定 換 算 し7:.爾CO,)

の 獲 生 総 量 中 に はTraubenzuckerの 分 解 に 依 る もの も含 む.

 Merkaptanの 生 成 検 索 に は 槍 艦 を 肇 酸 酸 性 に し て 煮 沸 し,獲 生 瓦 斯 を3%シ ア ン 化 水 銀 溶 液

及 び5%昇 痴 容液 に 吸 牧 せ し め し に 前 者 に於 て 何 等 沈 澱 を 観 す,後 者 に 於 て 僅 か に 白 色 沈 澱 を

生 ず る揚 合 が あ つ †二・ 此 の 事 實 か らMerkaptanの 生 成 な く,Athylsulfidが 時 に 生 成 す る こ

と あ る を 知 つ ナニ・(昭 和 十 年 七 月三 十 一 日記 京 大 化 學 研 究 所 内野 研 究 室)

 此 の實 験 を始 む るに 當 り多大 の御 助 言 を賜 りた る内 野敏 授 に 深 甚 の謝 意 を表 す ・
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